
強制収容所の生還者 グルバハール・ハイティワジ氏のプロフィール 

 

◼ 略歴 

・1966 年、グルジャ市生まれ 

・カラマイ市にある石油会社の元技師、2006 年にパリに移住 

・2016 年に会社から「退職手続きが必要」と呼び出され、 

カラマイ市到着後拘束される 

・2019 年に強制収容所から釈放され、中国を脱出し、以降 

フランスに住んでいる。 

 

◼ 収容所体験等 

・2016 年に会社から呼び出され、カラマイ市到着後、拘束された。 

・2017 年６月、カラマイ郊外の砂漠にある強制収容所に移送された。 

・強制収容所中で拷問、暴行、洗脳、不妊注射を受けた。 

・2018 年秋、即席裁判で禁錮７年の判決を受け、監獄に収容された。 

・娘がフランス外務省やメディアに働きかけ、2019 年に釈放され、フランスに戻った。 

・「ウイグル大虐殺からの生還」という強制収容所地獄の 2 年間を内容とした本を出版した。 

 

強制収容所の生還者 ケルビヌル・シディク氏のプロフィール 

 

◼ 略歴 

・1969 年、ウルムチ市生まれ 

・大学卒業後に、ウルムチ市内の第 24 小学校で中国語教師

として 28 年間勤務。 

・2019 年 10 月、夫や親戚を残して中国を脱出し、以降 

オランダに住んでいる。 

 

◼ 収容所体験等 

・2017 年 3 月、中国語教師として男性用強制収容所へ派遣され、6 か月間勤務。 

・2017 年 9 月、中国語教師として女性用強制収容所へ派遣され、３か月間勤務。（６か月間の予定だった

が、精神的に耐え切れず体調を壊したため、３か月間で辞める。） 

・職員として強制収容所を体験し、海外に脱出できた唯一の生還者。 

・子宮内避妊具（IUD）の強制的な装着を３度経験したほか、５０歳で強制的不妊手術を経験している。 

・BBC や NHK 等世界の主要メデイア、欧米の議会等で、自らの体験を多数回証言。 

グルバハール・ハイティワジ 

ケルビヌル・シディク 


